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1．研究の背景 

 ここ数十年間、地方公共団体の行財政能力の向上や市

町村合併の推進などにより広域行政を取り巻く環境は変

化を見せている。さらに、モータリゼーションの発達な

どにより人々の生活活動範囲は広域化してきた。 

このような背景の下、大都市圏について、圏域内での

交流状況や圏域の構造などを明らかにすることは、どの

ような形で広域交流がなされているかなど基本的な事項

を確認するうえで重要である。 
 
2．研究の方法と目的および対象地域 

 本研究では、大阪府の 44市町村、および、大阪府に隣

接する４府県（京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県）の

市町村を研究対象地域とする。住民の代表的な生活行為

である通勤通学流動を抽出して、1975年、1980年、1985
年、1990 年、1995 年の「5 時点（20 年間）」における、

近畿地区の中心である大阪市と他市町村間の通勤通学状

態を定量的に把握し、各時点の都市圏の変化と都市圏の

構造特徴を分析する。 

データとして国勢調査報告通勤通学における 15歳以上

の通勤通学の人数 1)を用いる。 
本研究の目的では通勤通学の行為によって、近畿地区

における中心都市である大阪府の大阪市を中心とし、20

年間の通勤通学圏域が形成される経緯を分析し、以下の 2

つを明らかにする。 

①大都市圏の構成と変化を経年的に明らかにする。 

②大都市圏の圏域構造の特徴および、圏域の範囲を明ら

かにする。 

 
3．交流率の選定 
まず、通勤通学による地方中枢都市圏の構成と変化特徴

に関する研究（その１）
2)、（その２、３）3)にお

ける福岡県、大分県の県

内都市圏について交流率
注 1)は 5％を採用している。

本研究では、これらの地

方都市圏・地方中枢都市圏の圏域の構造と比較するため

にも、同じ交流率を設定する必要があるため、今回は交

流率 5％を採用した。 

 
4．都市圏の経年変化 

 初めに国勢調査で集計したデータに交流率 5％を乗じ、

本研究に必要なデータを抽出する。次にそれらのデータ

を地図上で表し、都市圏の範囲を把握・分析する。 

1975 年 
 この時点における都市圏の範囲を図 1.1-1.4 に示す

（1980 年以降は省略）。この図から、京都府・兵庫県・

和歌山県における大阪市都市圏の範囲は主に県境まで延

びているのに対し、奈良県においては県内部まで広域に

延びていることが分かる。これから、大阪市は奈良県に

対しての人口吸引力が最も強いことが予測される。また、

表 1 からも分かるように、この圏域の流出率は 21.4％を

示しており、これからも大阪市の都市機能の重要さが分

かる。 
1980 年 

 この時点は 1975 年から都市圏の変化はない。しかし、

流入総数・流出率共に増加しているため、大阪市の中心

機能は強まっていることが分かる。 

1985 年 

 この時点は大阪府において能勢町、兵庫県において三

田市、和歌山県において打田町が圏域に加わり、圏域は

拡大していが、流出率は微減している。この時点で大阪

府全市町村が大阪市都市圏域となる 
1990 年 

 この時点は 1985 年から都市圏の変化はない。しかし、

流入総数は増加し、流出率も微増している。流入総数は

この時点が最大である。 

75年 80年 85年 90年 95年
2,778,987 2,648,180 2,636,249 2,623,801 2,602,421
1,016,263 1,170,549 1,255,608 1,385,005 1,382,931
4,751,253 5,123,869 5,604,432 6,069,465 6,116,443
21.39% 22.85% 22.40% 22.82% 22.61%

91 91 94 94 93市町村数

表１　圏域内での通勤通学状況

大阪市人口
流入総数　

通勤通学総数　
流出率
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1995 年 
 この時点は京都府において笠置町が都市圏から外れ、

圏域は縮小している。また、総流入数・流出率共に微減

しており、都市圏は縮小傾向にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 
 ４で時点別に大阪都市圏の構成状況と変化を述べた。

都市圏は主に隣接県との県境まで延びており、奈良県の

み県内部まで延びていることが分かった。また、構成状

態は経年的にみても変化が少ない。しかし、奈良県にお

いては範囲の変化はないが流出市町村数は県全体の 60％

を占めているため大阪市の影響力の強さが顕著となる結

果が出た。また、表 1 から大阪市への流出総数は経年的

に増加傾向にあるが、流出率はほぼ一定であることが分

かる。しかし、経年流出率が約 22％という値は、大阪都

市圏における通勤通学者の約 5 人に 1 人が大阪市に流入

することを意味しており、このことからこの地域におけ

る大阪市の影響力は非常に強いことが分かる。反対に大

阪市の人口は経年減少傾向にあり、かつ隣接県の通勤通

学者総数は増加傾向にあるため、このことから都市部の

ドーナツ化現象が進行していることが伺える。 
 
注 
1）交流率（流出率）＝ 
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通学人口総数当該市町村の常住通勤
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図 1.1 京都府 

図 1.2 兵庫県 

図 1.3 奈良県 

図 1.4 和歌山県 
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